
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 調査研究・報告 

 

第２節 資  料



平成 31年度 PM2.5成分分析の結果について 

 
吉田実希・山本真緒・北岡洋平・杉本恭利・伊吹幸代 

 
The Results of PM2.5 Component Analysis of the 2019 Fiscal Year in Nara 

 
YOSHIDA Miki・YAMAMOTO Mao・KITAOKA Yohei・SUGIMOTO Kiyotoshi and IBUKI Sachiyo 

 
緒 言 

 微小粒子状物質 (PM2.5) の成分分析常時監視につ
いて，当県においては平成25年度から開始している．
今回は，平成31年度実施のPM2.5成分分析結果をまと

めたので報告する.  
方 法 

1. 測定地点および期間 
調査地点は天理局と桜井局 (共に一般局) であった．
調査期間は，環境省が指定するコア期間を含む春期 
(5/8～)，夏期 (7/22～)，秋期 (10/21～)，冬期 (1/20～) 
の各季節14日間，合計56日間であった． 
2. 測定対象成分および方法 
測定成分は，質量濃度，イオン成分，炭素成分，無機

元素成分である．詳細成分については，表1の成分とす
る．また，測定は大気中微小粒子状物質(PM2.5) 成分測

定マニュアルに準じた方法で行った． 
なお，天理局における夏季のAl，Cr，Co，Niについ
ては，測定機器の整備不良による測定値異常のため欠

測とした． 

結 果 
 図 1に常時監視期間中の成分積み上げグラフを，図
2には各局における成分別箱ひげ図を示した．また，
表 1に天理局における季節別の測定成分の平均，最大
値を示した．質量濃度の平均は天理局で 12.8 µg/m³，
桜井局で 12.4 µg/m³であった． 2局で質量濃度が日平
均値環境基準 35 µg/m³を超過したのは，8/1のみであ
った．当日は，SO4

2-の上昇がみられたが，天候が良く，

風も比較的穏やかであったため，汚染物質の滞留及び

2次生成反応が起こりやすい状況であったと考えられ
る． 

図 2 各局における成分別箱ひげ図【天理局（手前/緑），桜井局（奥/桃）】 

図 1 常時監視期間中の成分積み上げグラフ 
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2局間において，各成分は概ね同様の動きを見せた
が，10/25においては桜井局の Taが天理局の約 230 倍
高い濃度となっていた．この日は他にも，Hf，Sc，
Alが天理局と比べて約 5～9倍の濃度差が見られた．
濃度差があった4成分の天理局および桜井局の測定値
を表 2 に示す．今後も同様の現象が観測される場合、
原因究明をしていく必要があると考える． 

 
 

天理局
測定値（A）

（ng/m3）

桜井局
測定値（B）

（ng/m3）

(B) / (A)

Ta 0.0005 0.117 234

Hf <0.01 0.084 8.4

Sc <0.017 0.081 4.8

Al 12 103 8.9

表 2 10/25の 4成分の測定値 

表 1 季節別及び年平均値の各成分の平均値と最大値（天理局） 

AVG MAX AVG MAX AVG MAX AVG MAX AVG MAX

質量濃度 (µg/m³) 12.3 24.1 18.1 37.8 11.8 27.0 9.0 19.6 12.8 37.8

NO3
- (µg/m³) 0.32 0.67 0.074 0.13 0.45 1.6 1.1 4.5 0.48 4.5

SO4
2- (µg/m³) 2.6 5.3 6.2 14 2.4 6.8 1.9 6.2 3.3 14

NH4
+ (µg/m³) 0.92 2.0 2.2 5.0 0.89 2.7 0.97 3.2 1.2 5.0

Cl⁻ (µg/m³) 0.082 0.40 0.016 0.054 0.026 0.059 0.14 0.59 0.066 0.59

Na⁺ (µg/m³) 0.13 0.40 0.065 0.097 0.080 0.14 0.091 0.18 0.090 0.40

K⁺ (µg/m³) 0.082 0.17 0.092 0.26 0.098 0.24 0.11 0.28 0.094 0.28

Mg²⁺ (µg/m³) 0.019 0.049 0.013 0.026 0.016 0.041 0.011 0.032 0.015 0.049

Ca²⁺ (µg/m³) 0.067 0.15 0.041 0.074 0.049 0.14 0.029 0.053 0.047 0.15

Al (ng/m³) 130 270 - - 110 490 29 77 66 490

Sc (ng/m³) 0.023 0.053 0.011 0.029 0.024 0.095 0.0085 0.0085 0.017 0.095

Ti (ng/m³) 9.3 18 3.7 8.4 7.4 30 3.1 6.1 5.9 30

V (ng/m³) 2.0 5.7 3.5 6.3 1.6 5.2 0.34 0.85 1.8 6.3

Cr (ng/m³) 0.97 2.4 - - 1.0 2.4 0.83 2.3 0.70 2.4

Mn (ng/m³) 6.4 15 4.4 8.7 7.4 18 6.0 24 6.0 24

Fe (ng/m³) 130 280 83 150 130 460 68 170 100 460

Co (ng/m³) 0.057 0.11 - - 0.061 0.20 0.059 0.19 0.044 0.20

Ni (ng/m³) 1.1 2.7 - - 1.1 3.1 0.57 1.4 0.70 3.1

Cu (ng/m³) 2.4 5.1 3.4 9.0 3.0 6.7 3.6 10 3.1 10

Zn (ng/m³) 20 44 18 30 25 59 25 100 22 100

As (ng/m³) 0.58 1.4 0.70 1.2 0.98 2.3 0.72 1.7 0.75 2.3

Se (ng/m³) 0.60 1.6 0.70 1.7 0.67 2.1 0.59 1.9 0.64 2.1

Rb (ng/m³) 0.35 0.74 0.20 0.37 0.41 1.3 0.27 0.59 0.31 1.3

Mo (ng/m³) 0.58 1.8 0.94 2.4 0.61 1.9 0.48 1.1 0.65 2.4

Sb (ng/m³) 1.0 4.8 0.70 1.6 1.4 3.4 0.84 1.9 0.99 4.8

Cs (ng/m³) 0.042 0.11 0.040 0.14 0.057 0.20 0.039 0.11 0.044 0.20

Ba (ng/m³) 2.3 4.8 3.7 13 2.4 6.1 2.6 12 2.8 13

La (ng/m³) 0.16 0.47 0.11 0.22 0.11 0.37 0.062 0.16 0.11 0.47

Ce (ng/m³) 0.21 0.44 0.14 0.34 0.20 0.67 0.10 0.34 0.16 0.67

Sm (ng/m³) 0.011 0.024 0.0028 0.0063 0.0084 0.038 0.0048 0.0089 0.0069 0.038

Hf (ng/m³) 0.012 0.026 0.0064 0.012 0.012 0.037 0.0054 0.011 0.0089 0.037

Ta (ng/m³) 0.0030 0.0088 0.00064 0.0016 0.0019 0.0074 0.00061 0.0036 0.0015 0.0088

W (ng/m³) 0.81 5.0 0.77 7.6 0.80 2.3 1.9 8.6 1.1 8.6

Pb (ng/m³) 4.1 8.6 3.0 5.5 8.1 17 6.8 16 5.5 17

Th (ng/m³) 0.021 0.046 0.0039 0.0090 0.023 0.11 0.0060 0.015 0.013 0.11

OC (µg/m³) 3.1 6.1 3.7 6.9 3.1 5.8 2.1 4.4 3.0 6.9

EC (µg/m³) 0.69 1.4 0.77 1.6 0.84 1.7 0.68 1.6 0.74 1.7

　OC1 (µg/m³) 0.19 0.48 0.16 0.44 0.14 0.23 0.17 0.33 0.16 0.48

　OC2 (µg/m³) 1.0 2.1 1.3 2.4 1.0 1.8 0.69 1.4 1.0 2.4

　OC3 (µg/m³) 0.81 1.4 0.71 1.0 0.95 1.9 0.55 1.2 0.76 1.9

　OC4 (µg/m³) 0.25 0.38 0.47 0.91 0.51 1.0 0.35 0.90 0.39 1.0

　OCpyro (µg/m³) 0.81 1.8 1.1 2.2 0.53 1.1 0.35 0.86 0.70 2.2

　EC1 (µg/m³) 1.3 2.8 1.5 3.1 0.99 2.1 0.79 1.9 1.1 3.1

　EC2 (µg/m³) 0.23 0.31 0.39 0.68 0.32 0.56 0.22 0.30 0.29 0.68

　EC3 (µg/m³) 0.012 0.017 0.011 0.071 0.050 0.18 0.019 0.10 0.023 0.18

金属成分のNa,K,Caはイオン成分Na+,K+,Ca2+の値を代表として記載する．
OC1～OC4，EC1～EC3は炭素フラクション，OcpyroはOCの光学補正値であり，OC，ECの測定値算出に用いた．

春 夏 秋 冬 年平均
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奈良県における大気粉じん中六価クロムの実態調査(工業地域) 

 
杉本恭利・北岡洋平・吉田実希・山本真緒・伊吹幸代 

 
Monitoring of Hexavalent Chromium in Atmospheric Dust in Nara Prefecture (Industrial Area) 

 
SUGIMOTO Kiyotoshi・KITAOKA Yohei・YOSHIDA Miki・YAMAMOTO Mao and IBUKI Sachiyo 

 
 

緒 言 
  クロム化合物には環境中に存在し得るイオン種と
して，三価と六価のクロム化合物が知られている．

三価クロム化合物は人の代謝に関係するなど必須元

素であるが，六価クロム化合物は発がん性を有する

有害な物質である．したがって，大気中の物質の有

害性を評価する上では，クロム化合物の中でも六価

クロム化合物の存在量を把握することがより重要で

ある．令和元年度は，測定法の検討及び桜井局にお

ける実態調査1)を行ったところである．令和2年度は，
奈良盆地内での濃度差の有無を確認するため，桜井

局とともに他地点(郡山：工業地域)にて実態調査を
行った． 
 

方 法 
1. 実態調査 
桜井局(奈良県保健研究センター屋上)及び郡山局

 (大和郡山市昭和浄水場内) において Cr6+ 及び T-
Cr を捕集測定し，その濃度域の確認を行った．Cr6

+ については，トラベルブランク(TBL)も同時に測定
し(n=5），ブランク値・定量下限値の確認を行った．
12月の採取日には，桜井局・郡山局に加えて天理局・
橿原局においても捕集測定を行った． 

Cr6+ の捕集は前報1) に準じて作成したアルカリ含

浸ろ紙をオープン型フィルタホルダに装着し，ムラ

タ計測器サービス株式会社製ポータブルDC サンプ
ラ MCAS-DC を用いて 5 L/min で 24時間吸引し
て行った．測定は環境省のマニュアル2)に従い，捕集

したろ紙を純水10mlで30分間超音波抽出した後，デ
ィスクフィルタでろ過し得られた検液をIC-ICP/MS
に導入して行った． 

T-Crの捕集は，石英繊維フィルタ(PALL 社製 250
0QAT-UP) をハイボリュームサンプラー (紀本電子
工業(株))に装着し約 1000 L/min で 24 時間吸引

して行った．その際，浮遊じん濃度(TSP)の測定も行
った．測定は，捕集した石英繊維フィルタを酸分解

し得られた検液をICP/MSに導入して行った2)．捕集

時の気温は気象庁のデータ(奈良地方気象台)より，
浮遊粒子状物質(SPM)は奈良県大気環境常時監視シ
ステムのデータより，捕集時間に合わせ平均を算出

し求めた． 
 
2. 捕集時の温度の影響 
捕集時の温度による Cr6+ 濃度への影響を確認す

るため，冷凍保存してあったアルカリ含浸ろ紙を密

封した状態で，23℃の室内及び40℃に調整した乾燥
機に24時間暴露し，濃度及び定量下限値の確認を行
った(n=5)． 
 

結 果 
1. 実態調査 
桜井局の結果を表 1に，郡山局の結果を表 2に示し
た．Cr 6+ の平均値は，桜井局 0.03 ng/m3，郡山局 0.05 
ng/m3，濃度範囲は，桜井局が 0.01～0.05 ng/m3，郡山

局が 0.02～0.09 ng/m3であった．Cr 6+／T-Cr比の平均
は，桜井局が 1.3%，郡山局が 1.4%であり，有意差は
認められなかった．また，12月の 4地点での Cr 6+ の

結果(表 3)もほぼ同じ値であり，奈良盆地内での地点に
よる差は認められなかった． 
2. 捕集時の温度の影響 
アルカリ含浸ろ紙の Cr 6+ブランク値の温度による

影響を見るために暴露試験を行った(表４)．23℃で暴
露したものは，未暴露に対し極僅かな増加(～0.01 
ng/m3)に留まったが，40℃で暴露したものは，明らか
に値が大きくなっており(～0.03 ng/m3)，改めて温度に
よる影響が確認された．このことから，アルカリ含浸

ろ紙の作成時，捕集時，運搬時，保管時の温度管理に

は十分な配慮が必要であることが確認された． 
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まとめ 
桜井及び郡山の 2地点においてCr 6+濃度の実態調査

を行った．2地点間で濃度及び Cr 6+／T-Cr比に有意差
が認められなかったことから，奈良盆地内においては

地点が異なっても大きな濃度差は無いことが推測され

た． 
Cr 6+ 濃度を測定する際，気温が測定値に影響を与え

ることが確認できた．試験実施時の温度管理には十分

注意が必要である事がわかった． 

 
参考文献 

1）杉本恭利，吉田実希，山本真緒，他：奈良県景観・
環境総合センター研究報告，7，27-30(2019) 

2）環境省：有害大気汚染物質等測定方法マニュアル、
(平成 31年 3月改訂) 

 
 

 
 表 1 桜井局測定結果 

表 2 郡山局測定結果 

表 3 2020年 12月の測定結果 表 4 アルカリ含浸ろ紙の暴露試験結果 

（ ng/m
3
）

ばく露なし 23℃,24h 40℃,24h

ブランク値 0.012 0.014 0.043

定量下限値 0.027 0.029 0.037

ブランク値 0.011 0.018 0.041

定量下限値 0.021 0.023 0.026

1回目　(n=5)

2回目　(n=5)

Cr6+ T-Cr Cr6+/T-Cr TSP SPM Cr6+ TBL Cr6+ 定量下限 気温

ng/m3 ng/m3 % μg/m3 μg/m3 ng/m3 ng/m3 ℃

2020.6.4 0.04 4.7 0.9 51 32 0.018 0.044 25.0

2020.7.1 0.05 2.3 2.4 24 13 0.024 0.056 24.7

2020.8.6 0.03 4.9 0.6 36 24 0.022 0.021 29.3

2020.9.8 0.04 2.4 1.6 21 12 0.015 0.015 27.2

2020.10.1 0.03 1.7 1.6 15 8 0.012 0.014 19.9

2020.11.5 0.05 2.3 2.2 50 12 0.007 0.016 11.6

2020.12.3 0.05 3.5 1.5 9 7 0.008 0.014 9.0

2021.1.7 0.01 3.4 0.4 18 5 0.014 0.028 0.2

2021.2.3 0.02 3.2 0.5 29 13 0.011 0.022 3.6

2021.3.4 0.03 1.7 1.5 18 6 0.011 0.029 11.9

最大 0.05 4.9 2.4 51 32 0.024 0.056 29.3

最小 0.01 1.7 0.4 9 5 0.007 0.014 0.2

平均 0.03 3.0 1.3 27 13 0.014 0.026 16.2

　注）斜体字は定量下限値未満

採取日

Cr6+ T-Cr Cr6+/T-Cr TSP SPM Cr6+ TBL Cr6+ 定量下限 気温

ng/m3 ng/m3 % μg/m3 μg/m3 ng/m3 ng/m3 ℃

2020.6.4 0.05 5.2 1.0 46 － 0.018 0.044 25.2

2020.7.1 0.04 3.3 1.2 30 － 0.024 0.056 24.6

2020.8.6 0.05 5.5 0.9 28 － 0.022 0.021 29.3

2020.9.8 0.09 2.4 3.7 35 － 0.015 0.015 27.1

2020.10.1 0.04 2.9 1.2 21 － 0.012 0.014 19.9

2020.11.5 0.09 5.1 1.8 63 － 0.007 0.016 11.7

2020.12.3 0.04 5.1 0.8 16 － 0.008 0.014 9.1

2021.1.7 0.02 3.4 0.6 25 － 0.014 0.028 0.2

2021.2.3 0.04 5.2 0.8 40 － 0.011 0.022 3.7

2021.3.4 0.02 1.5 1.6 17 － 0.011 0.029 11.9

最大 0.09 5.5 3.7 63 － 0.024 0.056 29.3

最小 0.02 1.5 0.6 16 － 0.007 0.014 0.2

平均 0.05 4.0 1.4 32 － 0.014 0.026 16.3

　注）斜体字は定量下限値未満

採取日

Cr
6+ T-Cr Cr6+/T-Cr TSP SPM 気温

ng/m
3

ng/m
3 % μg/m

3
μg/m

3 ℃

天理 0.05 1.9 2.5 6 7 9.0

郡山 0.04 5.1 0.8 16 - 9.1

橿原 0.04 6.9 0.6 15 7 9.1

桜井 0.05 3.5 1.4 9 7 9.0

採取地点
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まとめ 
桜井及び郡山の 2地点においてCr 6+濃度の実態調査

を行った．2地点間で濃度及び Cr 6+／T-Cr比に有意差
が認められなかったことから，奈良盆地内においては

地点が異なっても大きな濃度差は無いことが推測され

た． 
Cr 6+ 濃度を測定する際，気温が測定値に影響を与え

ることが確認できた．試験実施時の温度管理には十分

注意が必要である事がわかった． 
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Identifying the Source of Dichloromethane Contamination in the Laboratory
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酸性雨モニタリング調査におけるサンプリング方法の比較 

 
吉田実希・山本真緒・北岡洋平・杉本恭利・伊吹幸代 

 
Comparison of Sampling Methods in Acid Rain Monitoring Surveys 

 
YOSHIDA Miki・YAMAMOTO Mao・KITAOKA Yohei・SUGIMOTO Kiyotoshi and IBUKI Sachiyo 

 
緒 言 

 奈良県では，県内の酸性雨の状況を把握するため，

これまで継続的に酸性雨モニタリング調査を実施し

てきた．令和元年度の酸性雨調査において，サンプ

リングに使用している降雨時開放型の自動雨水採水

器が機器不良のため，令和元年9～11月の3ヶ月間欠
測となった．装置は長年使用し，今後も故障等によ

り長期間使用できなくなる可能性がある．そのため，

他の採水方法を検討し，自動雨水採水器のサンプリ

ング結果との比較を行ったので報告する． 
 

方 法 
1. 測定地点及び期間 
奈良県保健研究センター屋上を調査地点とした．調

査期間は令和 2年 2月から令和 3年 1月までの 1年間
で，1ヶ月単位で雨水を採取した．  
2. 試料採取方法 

 自動雨水採水器（小笠原計器製 US-330）による方
法は，装置内冷蔵庫に雨水を採取保存し,1ヶ月分の試
料とした．今回検討した方法は，常時開放状態の採水

瓶を保健研究センター屋上に設置し，雨水を採取した

（以下，採水瓶法）．採水瓶は褐色広口瓶を用い，上部

に捕集用ガラスロートを取り付けた．毎日午前 9時に
雨水試料を回収し，超純水で採水瓶内を洗浄し雨水採

取に継続して使用した．回収した試料は混合し，1 ヶ
月分の試料として冷蔵保存した. 
3. 測定対象成分及び方法 
測定項目は降水量，pH値，電気伝導率（以下，EC），
イオン成分 8物質（SO4

2-，NO3
-，Cl-，NH4

+，Ca+，Mg2+，

K+，Na+）の計 11項目とし，「湿性沈着モニタリング
手引き書（第 2版）」1）に従って測定した．降水量は

貯水量から算出し，pH はガラス電極法，EC は交流 2
電極法，イオン成分はイオンクロマトグラフ法により

測定を行った．  
 

結果および考察 

 各採水方法における降水量，pHおよび ECの月別の
測定値と変動率の平均値を表 1に示す．変動率は，2
つの測定結果を C1，C2として次式により求めた． 

変動率(％)＝
|𝐶𝐶1 − 𝐶𝐶2|

(𝐶𝐶1 + 𝐶𝐶2)/2 × 100 

一般的な大気環境試料での二重測定の判定基準から，

変動率が 30％以下であれば代替可と考えた．降水量，
pH，EC の平均変動率は 4.2％，10.4％，11.0％と，2
つの採水方法で概ね同様の結果が得られた．pHは，全
ての月で自動採水器の値のほうが低く，酸性が強い傾

向がみられた． 

イオン成分について，過去 5年間（平成 27～31年）
の平均値および測定値の範囲と各採水方法における測

定結果を図 1に示す．イオン成分は，秋から冬にかけ
て濃度が高くなる傾向があり，今回の調査期間におい

ても同様であった．K＋は，いずれの月も各採水法間の
変動が大きかったが，その他のイオン成分は降水量が

少ない月（11，12月）に差が大きくなる傾向がみられ
た．図 2に各イオン成分の月別変動率を示す．判定基
準の 30％を下回っているのは SO4

2-，NO3
-，NH4

+の 3
成分であった．その他の 5成分については，変動率が
大きいことから，参考値としての利用は難しいと考え

られた． 
 

まとめ 

 酸性雨モニタリング調査において，採水瓶を用いて

のサンプリングを検討した．降水量，pH値，電気伝導
率，SO4

2-，NO3
-，NH4

+の 6項目については，変動率が

30％以内であり，採水瓶で採取した結果を参考値とし
て利用できると考えられた． 

 
参考文献 

１）環境省：湿性沈着モニタリング手引き書（第 2版），
平成 12年 6月 
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表 1 降水量，pH および EC の月別測定値と変動率の平均

値 

図 1 過去 5年間（平成 27～31年）の月別の平均値および測定値の範囲と 

採取方法別の測定結果（令和 2年 2月～令和 3年 1月） 

図 2 月毎の各イオン成分の採取方法による変動率 
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表 1 降水量，pH および EC の月別測定値と変動率の平均

値 

図 1 過去 5年間（平成 27～31年）の月別の平均値および測定値の範囲と 

採取方法別の測定結果（令和 2年 2月～令和 3年 1月） 

図 2 月毎の各イオン成分の採取方法による変動率 

  

 

0

1

2

3

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月

濃
度

(µ
g/
m
l)

1） SO4
2-

0

1

2

3

4

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月

濃
度

(µ
g/
m
l)

2） NO3
-

0

1

2

3

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月

濃
度

(µ
g/
m
l)

3） Cl-

0

0.25

0.5

0.75

1

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月

濃
度

(µ
g/
m
l)

4） NH4
+

0

0.5

1

1.5

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月

濃
度

(µ
g/
m
l)

5） Ca2+

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月

濃
度

(µ
g/
m
l)

6）Mg2+

0

0.1

0.2

0.3

0.4

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月

濃
度

(µ
g/
m
l)

7） K+

0

0.5

1

1.5

2

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月

濃
度

(µ
g/
m
l)

8） Na+

過去5年測定値の範囲

過去5年平均値

自動雨水採水器

採水瓶法

0

30

60

90

120

150

180

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

変
動
率
（
％
）

SO₄²⁻
NO₃⁻
Cl⁻
NH₄⁺
Ca²⁺
Mg²⁺
K⁺
Na⁺

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
変動率

平均（％）

自動採水器 83.4 156.6 75.4 98.0 205.9 456.5 62.7 153.1 247.0 43.0 22.6 67.5

採水瓶法 83.9 157.2 73.3 95.3 191.5 421.3 58.7 150.8 214.3 42.4 22.0 69.3

自動採水器 4.8 4.8 5.0 4.6 5.1 5.3 5.0 5.1 5.4 4.8 4.7 4.9

採水瓶法 5.3 5.1 5.3 5.0 5.4 5.5 5.9 5.6 5.5 5.5 6.2 6.0

自動採水器 10.66 9.94 8.94 13.48 5.71 4.42 8.66 5.55 2.80 9.85 18.57 12.84

採水瓶法 8.53 8.65 7.99 10.82 5.38 4.36 7.35 5.28 2.91 9.18 21.40 14.04

降水量（mm）

ｐH

EC

4.2

10.4

11.0

奈良県における環境放射能調査 
(令和 2年 4月～令和 3年 3月)  

 
杉本恭利・吉田実希・伊吹幸代 

 
Environmental Radioactivity Survey Data in Nara Prefecture 

 (Apr.2020-Mar.2021) 
 

SUGIMOTO Kiyotoshi・YOSHIDA Miki and IBUKI Sachiyo 
 

緒 言 
 平成元年度から科学技術庁 (平成13年1月からは文
部科学省，平成25年4月からは原子力規制委員会) 委託
環境放射能水準調査事業に参加し，環境試料より放射

能測定を継続実施している．令和2年度に実施した環境
放射能水準調査結果について取りまとめたのでその概

要を報告する． 
 

方 法 
1. 調査対象 
 定時降水中の全β放射能，大気浮遊じん・降下物・

土壌・陸水・原乳・精米・野菜類・茶葉の γ線核種分
析及び環境中の空間放射線量率を調査対象とした．な

お，この水準調査の環境試料採取にあたり，農業研究

開発センター，うだ・アニマルパーク，大和茶研究セ

ンター及び大和野菜研究センターに協力を依頼した． 
2. 測定方法 
環境試料の採取，前処理，γ線核種分析，全β放射能測
定及び空間放射線量率測定は，原子力規制委員会の「環

境放射能水準調査委託実施計画書」(令和2年度)1)「全β
放射能測定法」，「Ge半導体検出器によるガンマ線スペ
クトロメトリ－」2)等に準拠し実施した． 
3. 測定装置 
全β放射能測定はβ線自動測定装置  (アロカ製

JDC-5200型)，γ線核種分析はGe半導体検出器 (セイコ
ーEG&G製GEM25-70型)，空間放射線量率測定はモニ
タリングポスト (アロカ製 MAR-22型) によりそれぞ
れの測定を行った． 
 

結果及び考察 
1. 全β放射能調査（降雨ごと） 
 表 1に定時降水試料中の全 β放射能測定結果を示し
た．88検体の測定を行い，検出濃度は N.D.～2.6 Bq/L， 

月間降下量はN.D.～7.6 MBq/km2の範囲にあった．こ

れらの結果は本県の例年のデータと比較しても大差の

ない数値であった． 
2.  γ線核種分析調査 
 表 2に γ線核種分析結果を示した．本年は土壌の表
層，下層から共に 5.0 Bq/kg乾土の  137Csが検出され
たが，これらの値は福島第一原発事故以前の測定結果

3）と比較しても大差がなく，過去の核実験由来による

例年の数値であると考える．  
3. 空間放射線量率調査（連続測定） 
 表 3に各月におけるモニタリングポストによる空間
放射線量率測定結果を示した．測定結果は，58～95 
nGy/hの範囲にあり，平均値は 61 nGy/hで昨年と同じ
であった． 
 

結  論 
今年度の測定については，いずれの試料も福島原発

事故以前の通年と同様の結果であった．災害や事故等

による緊急時に備えるため，今後も環境放射能の動態

について監視を継続する必要がある． 
 

参考文献 
1) 原子力規制庁監視情報課放射線環境対策室：環境 
放射能水準調査委託実施計画書（令和 2年度） 

2) 文部科学省編「放射能測定法シリ－ズ」 昭和 51 
年～平成 31年改訂版 

3) 文部科学省：第 53回環境放射能調査研究成果論文 
抄録集（平成 22年度） 
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表 3 令和 2年度空間放射線量率調査結果 表 1 令和 2年度定時降水試料中の全β線放射能調査結果 

表 2 令和 2年度 γ線核種分析調査結果 （137Csの値） 

備考                             

1) 採取場所：奈良県保健研究センター屋上 
2) N.D.:「検出されず」を示す. 備考 

1) 採取場所：奈良土木事務所 

備考 
1) N.D.：「検出されず」を示す 

4月 59 75 61

5月 59 75 61

6月 59 82 61

7月 59 84 61

8月 59 81 61

9月 59 74 62

10月 59 77 61

11月 60 79 61

12月 59 92 61

1月 59 82 61

2月 59 78 61

3月 59 78 61

年間値 59 92 61

前年度までの
過去３年間の値

57 97 61

最
低
値

最
高
値

平
均
値

調査月

モニタリングポスト
(nGy/h)

4月 92.5 4 N.D. N.D. N.D.

5月 89.0 6 N.D. N.D. N.D.

6月 167.0 9 N.D. N.D. N.D.

7月 417.5 16 N.D. N.D. N.D.

8月 70.5 5 N.D. N.D. N.D.

9月 121.0 9 N.D. N.D. N.D.

10月 233.0 7 N.D. N.D. N.D.

11月 41.0 5 N.D. N.D. N.D.

12月 19.5 3 N.D. N.D. N.D.

1月 58.5 8 N.D. 2.6 7.6

2月 50.0 5 N.D. N.D. N.D.

3月 111.0 11 N.D. N.D. N.D.

年間値 1470.5 88 N.D.
N.D.
～2.6

N.D.
～7.6

月　間
降下量

(MBq/Km2)

降水の定時採取

（定時降水）

採取月

降水量

 (mm) 測
定
数

放射能濃度(Bq/L)

最
低
値

最
高
値

4月 58 77 60

5月 59 78 61

6月 59 95 62

7月 58 75 61

8月 59 82 61

9月 59 81 61

10月 59 70 61

11月 59 71 61

12月 60 80 62

1月 60 76 62

2月 60 93 61

3月 60 80 62

年間値 58 95 61

前年度までの
過去３年間の値

59 96 61

最
低
値

最
高
値

平
均
値

調査月

モニタリングポスト
(nGy/h)

採取地 本年度 過去３年間 単　位

桜井市 N.D. N.D. mBq/m3

桜井市 N.D. N.D. MBq/km2

桜井市 N.D. N.D. mBq/L

表　層 桜井市 5.0 4.6～5.4

下　層 桜井市 5.0 5.1～5.8

桜井市 N.D. N.D. Bq/kg精米

宇陀市 N.D. N.D. Bq/kg生

奈良市 N.D.～0.48 N.D.～0.23 Bq/kg乾物

宇陀市 N.D. N.D. Bq/L

降下物

陸水（蛇口水）

試料名

大気浮遊じん

Bq/kg乾土

精　米

野　菜

茶　葉

原　乳

土
壌
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表 3 令和 2年度空間放射線量率調査結果 表 1 令和 2年度定時降水試料中の全β線放射能調査結果 

表 2 令和 2年度 γ線核種分析調査結果 （137Csの値） 
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Monitoring of Pesticide Residues in the Yodo River in Nara Prefecture

URANISHI Yosuke TSUJIMOTO Mayumi URANISHI Katsushige and SHIROYAMA Jirou
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Fig. 1 Location of sampling points
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く，2.5 μg/L検出された．Pyroquilonは，昨年度の紀の
川水系における調査 6)においても夏季に最高 2.3 μg/L
検出している．永淵 8)は，Pyroquilonは自然環境中の条
件下では散布後 1～2 週間程度安定であること，
Pyroquilonは水溶解度が非常に高く (4.6 g/L)，散布後
に降雨がなくとも短期的に水田から水環境中に流出す

ることを報告している．我々の調査においても，比較

的高濃度で Pyroquilonを検出していることから，継続
監視が必要な農薬であると考えられた． 
 また，今回の調査で得られた結果を農薬登録基準値

と比較したところ，水質汚濁に係る農薬登録基準値及

び水産動植物の被害防止に係る農薬登録基準値ともに

超過した農薬は見られず，全ての地点で各基準値より

も 1桁以上低い濃度であった． 
 

まとめ 
GC-MS/MSによる農薬一斉分析法を用いて，県内淀
川水系における農薬実態調査を行った．結果，河川水

から調査対象農薬 230成分中計 4成分が検出された．
検出された農薬のうち，農薬登録基準値を超過したも

のはなかった． 
 本調査では農繁期である夏季に採水を実施したが，

適用時期外にあたる冬季においても農薬は検出される

恐れがある．今後は採水頻度を増やして調査を行う等，

県内環境水中の農薬残留実態の把握に努める予定であ

る． 
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Table1 Summary of maximum concentration and frequencies of target compounds detected in river waters 

Herbicide Bromacil Tree, Fruit Tree 0.79 1/13 50 27

Fungicide (E)-Metominostrobin Rice Plant 0.97 6/13 100 100

Pyroquilon Rice Plant 2.5 7/13 42 480

Simeconazole Rice Plant, Grass 0.51 3/13 50 3300

Number of
Sampling site

detected Aquatic animals
and plants

Registration standard
 of pesticide (µg/L)

Water pollution
CoumpoundType of Pesticide

The Main
Application Crops

Maximum
concentration

(µg/L)

-52-



く，2.5 μg/L検出された．Pyroquilonは，昨年度の紀の
川水系における調査 6)においても夏季に最高 2.3 μg/L
検出している．永淵 8)は，Pyroquilonは自然環境中の条
件下では散布後 1～2 週間程度安定であること，
Pyroquilonは水溶解度が非常に高く (4.6 g/L)，散布後
に降雨がなくとも短期的に水田から水環境中に流出す

ることを報告している．我々の調査においても，比較

的高濃度で Pyroquilonを検出していることから，継続
監視が必要な農薬であると考えられた． 
 また，今回の調査で得られた結果を農薬登録基準値

と比較したところ，水質汚濁に係る農薬登録基準値及

び水産動植物の被害防止に係る農薬登録基準値ともに

超過した農薬は見られず，全ての地点で各基準値より

も 1桁以上低い濃度であった． 
 

まとめ 
GC-MS/MSによる農薬一斉分析法を用いて，県内淀
川水系における農薬実態調査を行った．結果，河川水

から調査対象農薬 230成分中計 4成分が検出された．
検出された農薬のうち，農薬登録基準値を超過したも

のはなかった． 
 本調査では農繁期である夏季に採水を実施したが，

適用時期外にあたる冬季においても農薬は検出される

恐れがある．今後は採水頻度を増やして調査を行う等，

県内環境水中の農薬残留実態の把握に努める予定であ

る． 
  

 

 

 

 

 

 

 

参考文献 
1) 石原悟：農業環境技術研究所報告，25，1-92 

(2008)  
2) 奈良県：公共用水域及び地下水の水質測定計画，

http://www.eco.pref.nara.jp/jorei_kisoku/suishitsuso
kutei_keikaku.html，2020年8月閲覧 

3) 昭和46年12月28日付環境庁告示59号「水質汚濁
に係る環境基準」 

4) 令和2年5月28日付環水大水発第2005281号・環水
大土発第2005282号通知「水質汚濁に係る人の健
康の保護に関する環境基準等の施行等につい

て」 
5) 浦西洋輔，浦西克維，山下浩一：奈良県景観・
環境総合センター研究報告，6，15-20 (2018)  

6) 浦西洋輔，浦西克維，川辺千明，他：奈良県景
観・環境総合センター研究報告，7，17-25 (2019) 

7) 奈良県：淀川水系（奈良県域）河川整備計画，
（平成24年1月） 

8) 永淵修，井上隆信，海老瀬潜一，他：土木学会
論文集，566/Ⅶ-3，49-60 (1997) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Table1 Summary of maximum concentration and frequencies of target compounds detected in river waters 

Herbicide Bromacil Tree, Fruit Tree 0.79 1/13 50 27

Fungicide (E)-Metominostrobin Rice Plant 0.97 6/13 100 100

Pyroquilon Rice Plant 2.5 7/13 42 480

Simeconazole Rice Plant, Grass 0.51 3/13 50 3300

Number of
Sampling site

detected Aquatic animals
and plants

Registration standard
 of pesticide (µg/L)

Water pollution
CoumpoundType of Pesticide

The Main
Application Crops

Maximum
concentration

(µg/L)

 
 

Bioassay in Yamato River System using Whole Effluent Toxity(WET) Tests 

HIRAI Sakiko NAGAO Mai and SHIROYAMA Jirou 
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1) :

81-83 (2012)
2)

(2014)
3) HP:
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Whole Effluent Toxicity (WET) Tests of River on Ceriodaphnia dubia 

 
NAGAO Mai HIRAI Sakiko and SHIROYAMA Jirou  

  
 

Whole Effluent Toxicity WET
 

WET 1990
22

1) WET

2)  
WET

  
 

 

1 2
5 8 11 3  

Ceriodaphnia 
dubia

1 
mm 3  

27 11
3) 1

24
1 10 7

1
  

ECOTOX 4) 

Bartlett

Dunnet 
Steel

LOEC LOEC
NOEC NOEC  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

1
  

  
  
 20 ml /  
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(5,10,20,40,80%) 

 
10  /   
(n=10) 

 25±1℃ 
 16  / 8  
 YCT 
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NOEC
2

5 NOEC
NOEC 40% 8 11

80%
1

2
Ni Zn5)

Ni
EC25 (25% Effect concentration : 

25% ) 0.64 ug/L 5)

Ni EC25 5

1)

2015
2)

(1) 81-83 
(2012)

3)

20-24 (2013)
4) HP http://jset.jp
5)

Vol.25 No.1, 35-42(2015)

2

NOEC (mg/L)
Ni Zn U As

5 11 10% 0.004 0.002 0.002 0.001
8 5 40% 0.005 0.007 0.001 0.001

11 11 40% 0.010 0.008 0.001 0.001

1
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